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論 文 内 容 の 要 旨

【目的1

極低出生体重児の出生数の増加、生存率の改善に伴い増加傾向にある新生児慢性肺疾患(以 下CLD)は

身体発育発 達の抑制など、長期 にわたって罹患した児に影響 を及ぼすことから新生児医療 の大きな問題点のひ

とつとなっている。1994年 に和 田らがSpO2の ヒストグラムによりCLDの 重症度を定量的に評価する方法 を報告

し、それに基づいた酸素投与療 法の実施指針を提案 したが、データをコンピューターに取り込んで解析すると

いう煩雑 さ故に普及しなかった。近年、本体のボタン操作のみで任意の期間のSpO2ヒ ストグラムを表示する機

能を有するパルスオキシメーターが開発された。 この機能を利用 して新生児慢性肺疾患(以 下CLD)児 の重症

度を簡便に、かつ定量的に評価することを試みた。

附 象と方法】

対象 は2011年1月 から2012年7月 までに当院NICU入 院した極低出生体重児29例(CLD14例 、非

CLDI5例)。Nellcorバ ルスオキシメーターN-600Xを 用いて、人工呼吸管理離脱後から週毎に、DPAP等 の

呼吸補助を行っている児も含めて、そのSpO2を1-24時 間で記録 し、SpO2が96%以r .を占める時間の割合(以

下96%TIME)を 記録 した。 また安静時のルームエアー下でのSpO2値(以 下RAS)を 記録 した。酸素投与

中の児に関しては徐々に投与酸素 量を減量 し、roomairと なった安静時の値を記録した。

儲 剰

96%TIMEを24時 間で計測 した96%TIME24Hの 平均値は経 時的に上昇し、32週 から39週 のすべての週

において、非CLD群 で高かった。96%TIME24HがCLDの 有無に関わらず経時的に上昇したことは、呼吸

機能の成熟や回復を反映した結果と考えられた。また2群 間に有意差を認めたことは96%TiME24HがCLD

群の酸素化能、即ち重症度を反映した結果と考えられた。96%TIMEを1時 間で計測した96%TIMEIHは 、

33週 、37週 、38週 において非CLD群 が高値であったが、24Hと 比べて2群 間の有意差を認めるポイントが

少なく、また週ごとの変動が大 きく、不安定であった。RASの 平均値も同期間に経時的に ヒ昇 し、常 に非

CLD群 で 高か った。38週 以 降、両群のRASが96%以 上 になり、2群 間での差 がな くなってか らも

96%TIME24HはCLD群 で有意に低かった。2群 間でRASの 有意差がなくなった以降も96%TIME24Hに お

いて有意差を認め続けたことは、96%TIME24Hの 方が呼吸機能のより鋭敏な指標になりうることを示唆した
。

すなわち、漫然とSpO2を 見ているだけでは、非CLD児 と同様 の値を示し、あたかも呼吸機能に問題がない

ように見 えるCLD児 の、潜在的な酸素需要の存在を明 らかにしうるものと考えられた。RASの 値 から酸素需

要がないと判断 されるCLD児 であっても、96%TIME24Hが 低値であれば、それを非CLD児 と同様に保つべ

く酸素投与 をおこなうことを検 討する余地があると思 われた。

【結謝

SpO2ヒ ストグラムによりCLDの 重症度を簡便に、かつ定量 的に評価することができ、CLD児 に酸素療法を

実施する上で有用なツールとなりうると思われた。



論 文 審 査 結 果 の 要 旨

【目的】

近年の極低出生体重児の出生数の増加、生存率の改善に伴い増加傾向にある新生児慢性肺疾患 似 下

CLD}は 、身体発育発達の抑制な ど、長期にわたって罹患 した児に影響を及ぼすことから新生児医療の大

きな問題点のひとつとなっている。1994年 に和田らがSpO2の ヒス トグラムを用いてCLDの 重症度を定

量的に評価する方法を報告し、それに基づいた酸素投与療法の実施指針を提案 したが、データをコンピ

ューターに取り込んで解析するという煩雑さ故に普及しなかった。近年、本体のボタン操作のみで任意

の期間のSpO2ヒ ス トグラムを表示する機能を有するパルスオキシメーターが開発された。この機能を利

用してCLD児 の重症度を簡便に、かつ定量的に評価することを試みた。

【対象と方法】

対象は20n年1月 から2012年7月 までに当院NICU入 院した極低出生体重児29例(CLD14例 、非

CLD15例}。Nellcorパ ルスオキシメーターN-600Xを 用いて、人工呼吸管理離脱後か ら週毎に、DPAP

等の呼吸補助を行っている児 も含めて、そのSpO2を1-24時 間で記録 し、SpO2が96%以 上を占める時間

の割合{以 下96%TIME)を 記録した。また安静時のルームエアー下でのSpO2値(以 下RAS)を 記録した。

酸素投与中の児に関しては徐々に投与酸素量を減量し、roomairと なった安静時の値を記録 した。

在胎週数、出生体重,ApgarScorel分 値 ・5分値の平均は、非CLD群 と比較 してCLD群 の方が有

意に低値であった。人工呼吸管理日数、酸素投与日数に関してもi群 間で肩惹差を認めた、禾黙児

網膜症(ROP)は 非CLD群1例vsCLD群6例 、消化管穿孔は0例vs2例 、動脈管開存に対する治療

は内科的治療0例vs7例 、外科的治療0例vs5例 であった。

【結果】

直近の24時 間におけるSpO2が96%以 上を占める割合(以下96%TIME29H)は,両 群において測定時の

受胎後週数別にみた平均値は、経時的に上昇を認めた。また受胎後32週 から40週 の全ての週にお

いて、非CLD群 がCLD群 を上回った。直近の1時 間におけるSpOzが96%以 上を占める割合〔以下

96%TIMEIH)は 、測定時間が短くなるにつれて2群 間の有意差を認めるポイントが減少 し、また週ご

との変動が大きく不安定になった。

RASは 両群ともに経時的に有意に上昇を認めた0週 数がすすむにつれて徐々に2群 間の差は小さくな

り、38週 以降でRASは 両群とも96%以 上とな り、有意差を認めなくなった。

【考察】

早産児の急性期の呼吸管理に関しては、人工肺サーファクタント投与、HFOの 使用など、CLDの 重症

化抑制のエピデ ンスが確立されたものがある。一方で、CLDの 慢性期の酸素療法に関しては、その投与

量や中止の時期などについていくつかの報告があるものの、確立されたものはない。SpO=モ ニターは、

その非侵襲性ゆえに、新生児医療の分野において 日常的に使用されており、本来は酸素化状態を監視す

るモニター機器であるが、本研究においては連続的に監視を行い、ヒス トグラムを分析することで、CLD

児の酸素化能、酸素需要の評価に用いた。今回の我々の方法は極めて簡便であり、日常のモニターを行

いなが ら、日に一嵐 本体のボタン操作を行って得られる数値を観察、記録するのみで、簡便かつ非侵



襲的にCLDの 重症度を評価でき、酸素療法を実施していくうえでの指針となることが期待できる。

RASは 両群ともに経時的に有意に上昇を認め、週数がすすむにつれて徐々に2群 間の差は小さく

なり、38週 以降では有意差を認めなくなった。このように経時的に上昇を認めたことは、和田らの

報告と一致 し、早産児における呼吸機能の成熟、特にCLD児 における呼吸機能の回復を反映 した結

果と考えられた。96XTIME24NがCLDの 有無に関わらず経時的に上昇したことは、RASと 同じく呼吸

機能の成熟や回復を反映した結果と考えられた。2群 問に有意差を認めた ことは96駕TIMEがCLD群

の酸素化能、即ち重症度を反映した結果と考えられた。また、2群 間でRASの 有意差がなくなった

以降も96%TIMEに おいて有意差を認め続けたことは、96%TIMEの 方が呼吸機能のより鋭敏な指標に

なりうることを示唆したeす なわち、漫然とSpO2を 見ているだけでは、非CLD児 と同様の値を示し、

あたかも呼吸機能 に問題がないように見えるCLD児 の、潜在的な酸素需要の存在を明らかにしうる

ものと考えられた。RASの 値か ら酸素需要がないと判断されるCLD児 であって も、96駕TIME24Hが 低

値であれ ば、それを非CLD児 と同様に保つべく酸素投与をおこなうことを検討する余地があると思

われた。96%↑IMEIHは96鑑TIME24Hと 比較して、2群 間の有意差を認める週が少なく、週 ごとの変動

が大きかった。 これは測定時間が短くなるにつれて哺乳や保清等の児に対す る処置によるSpO2の 変

動をよ り大きく受けたためと考えられた。測定時間が長くなるほど、数字は安定する傾向があった。

本邦において極低出生体重児はおよそ0.8%の 割合で出生する。これらの3歳 時での発達において、

CLD児 は脳性麻痺、視力障害、聴力障害の児が多く、発達評価でも異常を示す児が多いといわれて

いる。なかでも精神発達遅滞に関 して非CLD児 にはおよそ14鬼.CLD児 にはおよそ2銚 に認めており、

CLD児 の方が発達遅滞を認める割合が高い。発達予後は新生児医療の重要なアウトカムであり、そ

の改善は重要である。今回の検討で、CLD群 に比べ非CLD群 の96瑠TIMEが 有意差 をもって高値であ

ることが判明 した。今後CLD群 に酸素投与を行い、その96%TIMEを 上昇させ、非CLD群 に近づける

ことによって、その発達予後が改善されるかどうかの介入研究を行うことによ り、適切な酸素療法

の指標を提案できる可能性が示唆された。

【結論】

SpO2ヒス トグラムによ りCLDの 重症度を簡便に、かつ定量的に評価することができ、CLD児 に酸素療

法を実施する上で有用なツールとなりうると思われた。


